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クリエーション系 
クリエーション系は，⽐較的演習科⽬が多いという特徴があります。また，演習や実習の中で，早い学年の

うちから，できるだけ多く作品を制作できるように配慮されています。将来，商品やサービスのデザイナーや企画
コンサルティングで⾝を⽴てたい学⽣の場合，３年⽣が終わるころには，⾃分オリジナルのポートフォリオ（作品
集）が出来上がっていなければなりません。 
 

■１年⽣（春学期） 

導⼊ ◎ システムデザイン⼊⾨ 
◎ 導⼊ゼミナール 

演習 ◎ デザインスタジオ１ 
○ 基礎デザイン制作 

■１年⽣（秋学期） 

演習 

◎ デザインスタジオ２ 
○ デジタルデザイン演習 
→ 図形科学基礎演習 
→ データ処理基礎演習 
→ プログラミング基礎演習 

 

■２年⽣（春学期） 

演習 
○ 造形デザイン実習制作 
○ プログラミング（クリエーション） 
→ ３Ｄモデリング（テクノロジー） 
→ マーケティング演習 

講義 
→ テクノロジー基礎論 
→ マネジメント基礎論 
→ ⽣産システムデザイン 

■２年⽣（秋学期） 

演習 
○ ヒューマンセンタードデザイン演習 
○ ３Ｄモデリング（クリエーション） 
→ プレゼンテーション技術 

講義 
◎ クリエーション基礎論 
○ インタフェースデザイン 
○ デザイン史（学部科⽬） 
→ コストマネジメント 

 

■３年⽣（春学期） 

演習 ◎ プロジェクト実習・制作１ 
→ プロトタイピング演習 

講義 
◎ ゼミナール１ 
○ 応⽤⾊彩⼯学 
○ プロダクトデザイン理論 
→ ビジネスモデルデザイン 

■３年⽣（秋学期） 

演習 
◎ プロジェクト実習・制作２ 
○ インターンシップ 
○ 未来予測デザイン演習 
→ Ｗｅｂデザイン演習 

講義 
◎ ゼミナール２ 
○ デザインシンキング 
○ デザインケーススタディ 
→ 素材と機能 

 

■４年⽣（春学期） 

総合 
◎ 卒業研究・卒業制作１ 
○ 応⽤プロジェクト１ 
○ 応⽤プロジェクト２ 

■４年⽣（秋学期） 
総合 ◎ 卒業研究・卒業制作２ 

 
 

 
 
（注）上記の図において，“◎”は，この系にとって⾮常に重要な必修科⽬であることを⽰しています。 
また，“→”は，主たる内容は他の系に属する内容であるが，この系にとっても重要な科⽬であることを⽰します。 
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テクノロジー系 
テクノロジー系は，演習科⽬も重要ですが，それ以上に⼯学的な基礎および専⾨的なエンジニアリング知識

が必要となります。したがって，他の系と⽐較して，特に２年次，３年次に多くの講義科⽬が設定されていま
す。エンジニアをめざす学⽣は，⼤学院への進学をも想定しながら，しっかりと基礎的な知識を習得しておく必
要があります。 
 

■１年⽣（春学期） 

導⼊ ◎ システムデザイン⼊⾨ 
◎ 導⼊ゼミナール 

演習 ◎ デザインスタジオ１ 
○ 基礎デザイン制作 

■１年⽣（秋学期） 

演習 

◎ デザインスタジオ２ 
○ 図形科学基礎演習 
○ プログラミング基礎演習 
→ デジタルデザイン演習 
→ データ処理基礎演習 

 

■２年⽣（春学期） 

演習 
○ ３Ｄモデリング（テクノロジー） 
○ プログラミング（テクノロジー） 
→ 造形デザイン実習制作 
→ マーケティング演習 

講義 

◎ テクノロジー基礎論 
→ マネジメント基礎論 
○ ロボットデザイン 
○ 機械の機構と設計 
○ マテリアルサイエンス（学部科⽬） 

■２年⽣（秋学期） 

演習 
○ メカトロニクス演習 
→ ３Ｄモデリング（クリエーション） 
→ プレゼンテーション技術 

講義 

→ クリエーション基礎論 
○ メカトロニクス 
○ 材料と構造のデザイン 
○ 熱と流れのデザイン 
○ 福祉⼯学（学部科⽬） 

 

■３年⽣（春学期） 

演習 

◎ プロジェクト実習・制作１ 
○ メカニズムデザイン演習 
○ プロトタイピング演習 
○ デジタルエンジニアリング演習 
○ 組込制御プログラミング演習 

講義 
◎ ゼミナール１ 
○ ３ＤＣＧプログラミング 
○ 映像情報処理 

■３年⽣（秋学期） 

演習 ◎ プロジェクト実習・制作２ 
○ インターンシップ 

講義 
◎ ゼミナール２ 
○ 素材と機能 
○ スマートマシン設計 
→ 情報システムデザイン 

 

■４年⽣（春学期） 

総合 
◎ 卒業研究・卒業制作１ 
○ 応⽤プロジェクト１ 
○ 応⽤プロジェクト２ 

■４年⽣（秋学期） 
総合 ◎ 卒業研究・卒業制作２ 
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マネジメント系 
マネジメント系では，クリエーション系およびテクノロジー系を横断した思考と，幅の広い知識が必要とされるた

め，専⾨を深めるタイプの科⽬よりは，個々の専⾨技術の応⽤のために必要となる知識に⽐重が置かれていま
す。逆にいえば，他の系を専攻する学⽣にとっても，システムデザインを学ぶために必要不可⽋なものが多く提
供されています。 
 

■１年⽣（春学期） 

導⼊ ◎ システムデザイン⼊⾨ 
◎ 導⼊ゼミナール 

演習 → デザインスタジオ１ 
→ 基礎デザイン制作 

■１年⽣（秋学期） 

演習 

◎ デザインスタジオ２ 
○ データ処理基礎演習 
→ デジタルデザイン演習 
→ プログラミング基礎演習 
→ 図形科学基礎演習 

 

■２年⽣（春学期） 

演習 
○ マーケティング演習 
→ 造形デザイン実習制作 
→ プログラミング（クリエーション） 
→ ３Ｄモデリング（テクノロジー） 

講義 
◎ マネジメント基礎論 
→ テクノロジー基礎論 
○ ⽣産システムデザイン 
○ 数理統計学（学部科⽬） 

■２年⽣（秋学期） 

演習 
→ ヒューマンセンタードデザイン演習 
→ ３Ｄモデリング（クリエーション） 
→ プレゼンテーション技術 

講義 
→ クリエーション基礎論 
○ コストマネジメント 
○ オペレーションズリサーチ 

 

■３年⽣（春学期） 

演習 ◎ プロジェクト実習・制作１ 
→ プロトタイピング演習 

講義 

◎ ゼミナール１ 
○ プロジェクトマネジメント 
○ システム⼯学 
○ ビジネスモデルデザイン 
○ サプライチェーンデザイン 

■３年⽣（秋学期） 

演習 
◎ プロジェクト実習・制作２ 
○ インターンシップ 
→ 未来予測デザイン演習 
○ Ｗｅｂデザイン演習 

講義 
◎ ゼミナール２ 
○ 情報システムデザイン 
○ 品質マネジメント（学部科⽬） 

 

■４年⽣（春学期） 

総合 
◎ 卒業研究・卒業制作１ 
○ 応⽤プロジェクト１ 
○ 応⽤プロジェクト２ 

■４年⽣（秋学期） 
総合 ◎ 卒業研究・卒業制作２ 
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各

科
⽬
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す
る

デ
ィプ

ロマ
ポ

リシ
ー

に
〇
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付

記
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い
ま

す
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1
英
語
1

○

1
英
語
2

○

1
英
語
3

○

1
英
語
4

○

1〜
4
英
語
１
（
補
講
）

○

1〜
4
英
語
２
（
補
講
）

○

1〜
4
英
語
３
（
補
講
）

○

1〜
4
英
語
４
（
補
講
）

○

1〜
4
財
務
会
計

○

1〜
4
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ

○

1〜
4
国
際
社
会
論

○

1〜
4
エ
コノ
ミク
ス

○

1〜
4
法
学
(⽇
本
国
憲
法
）

○

1〜
4
法
と現

代
社
会

○

1〜
4
知
的
財
産
権

○

1〜
4
技
術
者
倫
理

○

1〜
4
開
発
と国

際
協
⼒

○

1〜
4
⽂
化
と⽂

明
○

1〜
4
認
知
科
学

○

1〜
4
イタ
リア
語
・イ
タリ
ア
⽂
化

○

1〜
4
中
国
語
・中
国
⽂
化

○

1〜
4
環
境
とエ
ネ
ル
ギ
ー

○

1・
2

数
学
1

○

1・
2

数
学
2

○

1・
2

物
理
1

○

1・
2

物
理
2

○

1・
2

数
理
演
習
1

○

1・
2

数
理
演
習
2

○

1〜
4
バ
イオ
エ
ンジ
ニア
リン
グ

○

1〜
4
ケ
ミカ
ル
エ
ンジ
ニア
リン
グ

○

保
健
体
育

1・
2

ス
ポ
ー
ツ総

合
演
習

○

1〜
4
⽇
本
語
1

○

1〜
4
⽇
本
語
2

○

1〜
4
⽇
本
語
3

○

1〜
4
⽇
本
語
4

○

1〜
4
⽇
本
⽂
化
論

○

1〜
4
⽇
本
の
⼯
業
技
術

○
○

1〜
4
⼀
般
数
学

○
○

区
分

学
年

科
⽬
名

デ
ィプ
ロマ
ポ
リシ
ー

DP
1.
も
の
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様
々
な
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複
雑
に

関
係
しあ
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中
か
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題
を
発
⾒
で
き
る
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2.
問
題
解
決
の
た
め
の
具
体
的
な
モ
ノや

コト
を
構
成
し提

案
で
き
る

DP
3.
⼈
間
中
⼼
に
「も
の
・シ
ス
テ
ム
」を
デ
ザ

イン
で
きる

DP
4.
環
境
・健
康
・福
祉
・公
共
の
安
全
を

理
解
で
き
る

DP
5.
国
際
的
な
視
野
に
⽴
って
判
断
が
で

き
，
技
術
者
とし
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こと

が
で
き
る

外 国 語 科 ⽬

基 盤 科 ⽬

経 営 系 法 律 系 ⼈ ⽂ 系 ⼯ 学 系 留 学 ⽣ 科 ⽬
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1

デ
ザ

イン
⽂

化
論

○

2
建

築
と⽂

化
○

2
サ

ス
テ

イナ
ブ

ル
デ

ザ
イン

○

3
英

語
表

現
技

術
○

2
都

市
デ

ザ
イン

○

2
ア

ー
バ

ニズ
ム

○

2
⾵

⼟
と建

築
○

2
デ

ザ
イン

史
○

2
福

祉
⼯

学
○

2
地

図
とＧ

Ｉ
Ｓ

○

2
ラン

ドス
ケ

ー
プ

デ
ザ

イン
○

2
都

市
・地

域
政

策
○

2
環

境
⼯

学
○

2
テ

クニ
カル

ライ
テ

ィン
グ

○

2
数

理
統

計
学

○

3
タウ

ンマ
ネ

ジ
メン

ト
○

2
マ

テ
リア

ル
サ

イエ
ン

ス
○

3
公

共
空

間
デ

ザ
イン

及
演

習
○

3
品

質
マ

ネ
ジ

メン
ト

○

2
De

si
gn

 B
as

ic
s 

in
 E

ng
lis

h
○

1
導

⼊
ゼ

ミナ
ー

ル
（

SＤ
)

○

1
基

礎
デ

ザ
イン

制
作

○

1
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イン

⼊
⾨

○
○

○

1
デ

ザ
イン

ス
タジ

オ
1（

SD
)

○

1
デ

ザ
イン

ス
タジ

オ
2（

SD
)

○
○

1・
2

デ
ザ

イン
理

論
（

SD
）

○

1・
2

⾊
彩

論
○

1・
2

図
形

科
学

基
礎

演
習

○

1・
2

デ
ー

タ処
理

基
礎

演
習

○

1・
2

プ
ログ

ラミ
ング

基
礎

演
習

○

1・
2

デ
ジ

タル
デ

ザ
イン

演
習

○

2
テ

クノ
ロジ

ー
基

礎
論

○

2
マ

ネ
ジ

メン
ト基

礎
論

○

2
クリ

エ
ー

シ
ョン

基
礎

論
○

2
プレ

ゼ
ンテ

ー
シ

ョン
技

術
○

2
メカ

トロ
ニク

ス
演

習
○

2
マー

ケ
テ

ィン
グ

演
習

○
○

2
造

形
デ

ザ
イン

実
習

制
作

○
○

2
ヒュ

ー
マ

ンセ
ンタ

ー
ドデ

ザ
イン

演
習

○
○

○

2
3D

モ
デ

リン
グ

（
クリ

エ
ー

シ
ョン

系
）

○

2
プ

ログ
ラミ

ング
（

クリ
エ

ー
シ

ョン
系

）
○

2
イン

タフ
ェー

ス
デ

ザ
イン

○

2
3D

モ
デ

リン
グ

（
テ

クノ
ロジ

ー
系

）
○

2
プ

ログ
ラミ

ング
（

テ
クノ

ロジ
ー

系
）

○

2
ロボ

ット
デ

ザ
イン

○

2
メカ

トロ
ニク

ス
○

区
分

学
年

科
⽬

名

デ
ィプ

ロマ
ポ

リシ
ー
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1.

も
の

ご
とを

，
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境

・健
康
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の
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全
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解

で
き

る

専 ⾨ 科 ⽬

学 部 科 ⽬ 学 科 基 礎 科 ⽬ 学 科 科 ⽬

DP
5.

国
際

的
な
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野
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って
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き
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2
機
械
の
機
構
と設

計
○

2
材
料
と構

造
の
デ
ザ
イン

○

2
熱
と流

れ
の
デ
ザ
イン

○

2
コス
トマ
ネ
ジ
メン
ト

○

2
⽣
産
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イン

○

2
オ
ペ
レ
ー
シ
ョン
ズ
リサ
ー
チ

○

2
海
外
英
語
研
修

○

3
ゼ
ミナ
ー
ル
1

○
○

○
○

3
ゼ
ミナ
ー
ル
2

○
○

○
○

3
プ
ロジ
ェク
ト実

習
・制
作
1

○
○

○
○

3
プ
ロジ
ェク
ト実

習
・制
作
2

○
○

○
○

○

3・
4

未
来
予
測
デ
ザ
イン
演
習

○
○

○

3・
4

応
⽤
⾊
彩
⼯
学

○

3・
4

プ
ロダ
クト
デ
ザ
イン
理
論

○

3・
4

デ
ザ
イン
シ
ン
キ
ン
グ

○
○

○

3・
4

デ
ザ
イン
ケ
ー
ス
ス
タデ
ィ

○
○

○

3・
4

プ
ロジ
ェク
トマ
ネ
ジ
メン
ト（

SD
)

○

3・
4

シ
ス
テ
ム
⼯
学

○
○

3・
4

ビジ
ネ
ス
モ
デ
ル
デ
ザ
イン

○
○

3・
4

サ
プ
ライ
チ
ェー
ンデ
ザ
イン

○

3・
4

情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イン

○

3・
4

Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イン
演
習

○

3・
4

３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
プ
ログ
ラミ
ング

○

3・
4

メカ
ニズ
ム
デ
ザ
イン
演
習

○

3・
4

映
像
情
報
処
理

○

3・
4

プ
ロト
タイ
ピン
グ
演
習

○

3・
4

デ
ジ
タル
エ
ンジ
ニア
リン
グ
演
習

○

3・
4

組
込
制
御
プ
ログ
ラミ
ング
演
習

○

3・
4

素
材
と機

能
○

3・
4

ス
マ
ー
トマ
シ
ン設

計
○

3・
4

イン
ター
ンシ
ップ
（
SD
)

○
○

○
○

○

4
応
⽤
プ
ロジ
ェク
ト１

○
○

○
○

○

4
応
⽤
プ
ロジ
ェク
ト２

○
○

○
○

○

4
卒
業
研
究
・卒
業
制
作
1

○
○

○
○

○

4
卒
業
研
究
・卒
業
制
作
2

○
○

○
○

○

学 科 科 ⽬

専 ⾨ 科 ⽬

DP
5.
国
際
的
な
視
野
に
⽴
って
判
断
が
で

き
，
技
術
者
とし
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こと

が
で
き
る

区
分

学
年

科
⽬
名

デ
ィプ
ロマ
ポ
リシ
ー

DP
1.
も
の
ご
とを
，
様
々
な
要
素
が
複
雑
に

関
係
しあ
うシ
ス
テ
ム
とし
て
とら
え
，
その
中
か

ら問
題
を
発
⾒
で
き
る

DP
2.
問
題
解
決
の
た
め
の
具
体
的
な
モ
ノや

コト
を
構
成
し提

案
で
き
る

DP
3.
⼈
間
中
⼼
に
「も
の
・シ
ス
テ
ム
」を
デ
ザ

イン
で
きる

DP
4.
環
境
・健
康
・福
祉
・公
共
の
安
全
を

理
解
で
き
る

第 

四 

部

シ

ス

テ

ム

デ

ザ

イ

ン

学

科


